
ゴルフ場における起因物なしを起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

4
10～

11

ゴルフ倶楽部旧コース内にて、コース内を登ったり下ったりした際、左足のかかと

の辺りが痛くなった。
52

100

～

299

4
16～

17

ゴルフ場内1番ホール、グリーン外周（カラー刈り）を終え、グリーンモアーを軽

トラックに積載しようとした時、グリーンモアーが歩み板からずれた為、無理な体

勢で踏ん張った瞬間に左アキレス腱からバシッと音がし、徐々に痛み出て我慢がで

きなくなり、左アキレス腱断裂と診断された。

63

30

～

49

4
11～

12

ゴルフ場にて、お客様のボールがバンカーに入り、バンカー横で素振りをしたら、

クラブヘッドの先が通りかかったキャディーの顔に当たり、右まぶた上部が切れ出

血した。

56

100

～

299

5
17～

18

作業終了後、軽トラックから芝刈機を桟橋を使い下す際の右足接地時に痛みがはし

り、歩けなくなった。
57

50

～

99

5
15～

16

コース内No.3フロントティで粒肥をサイクロンで撒布中、右足ふくらはぎを痛め

た。
52

10

～

29

7 7~8
コース内グリーン芝刈込作業中に負傷したが、上司に報告せず勤務していたが、後

日整形外科で骨折と診断された。
45

10

～

29

当社弁当調理工場内で天ぷらを揚げるためボールを持って天ぷら粉を溶いていたと 50



7 14~15 ころ、揚場付近に油っぽい物があり滑って転倒し、その際に左肩を負傷したもので

ある。

63 ～

99

7
13～

14

ゴルフ場コース内、13番・15番間のラフグリーンまで約150ヤード付近で、お客様

の打球を芝をかき分け探しているとき、ホール間のラフ（芝を伸ばした状態）が急

な斜面になっていて、右足首を捻った。

25

50

～

99

9
12～

13

ティグラウンド横に於いて、電動カートを止め、プレーヤーの打球を見ていた際、

打順待ちのプレーヤーが後方で素振りを行ったが充分な距離がなかったため、右側

頭部にクラブが当たり、その衝撃で右頭部に痛みが走り負傷した、頭部はヘルメッ

トを着用していたため負傷はしなかった。

59

100

～

299

9
10～

11
コース場で、お客様のクラブを届け、後退りした際に左足ふくらはぎを痛めた。 34

50

～

99

9
16～

17

コース内売店での勤務を終え、クラブハウスに戻る際、使用していたカートが動か

なくなり、近くを通りがかったコース管理部のトラックに同乗して送ってもらった

ところ、トラックから降車時に左足首を捻り捻挫した。

60

10

～

29

10
9～

10

10番ホールにて就業中、グリーンに上がった後、お客様のパターを持ってくるの

を忘れていたので、カートまで戻ろうと斜面を下ったところ、右膝に痛みを感じ

た。

46

100

～

299

11
9～

10

キャディ業務中、カラスを追い払うために走ったところ、右膝の裏から「バチッ」

という音が聞こえ、自力で歩けない状態になった。
57

100

～

299

11 7～8

ゴルフ場にてキャディ業務中、11番ホール残り230ヤード付近カート道路上で、左

ふくらはぎに激痛が走った。 近くにいたお客様にも聞こえる位の音がし、かなり

の痛みの為業務続行が不可能となり同僚に病院まで搬送してもらった。

50

50

～

99

11
13～

14

当倶楽部No.6ホールにて、左の斜面から右のカート道に向かってダッシュしたと

ころ、登りきったところで左のふくらはぎに痛みが走った。
49

100

～

299



11
15～

16

ゴルフ場コース内にてカップ切作業を実施中、埋め戻しの低い箇所を補修しようと

ホールカットをし場面に入れる時に硬いことを想定して力を入れた際、思いのほか

軟らかく、体勢が崩れ右の背中から腰に負傷した。 痛みはあったが大事ではない

だろうと思い、翌日以降も通常勤務に当たったが痛みが酷くなり、しばらく休み安

静にしていたが痛みが引く様子もなく、後日に受診した。

39

50

～

99

12 16~17

ゴルフ場内（12番ホール）で、落葉清掃を行っていた際、集めた落葉の中でバラ

ンスをくずし、左足首をひねった。 その後、左足首くるぶし付近が腫れてきた為

病院を受診した。

63

50

～

99

12 6~7

クラブハウス正面玄関にてポーター業務中、お客様のキャディバッグが倒れそうに

なったので支えようとした際、左腰に痛みを感じたと本人より申し出があった。 1

時間ほど休憩したあと、病院にて受診したところ、ヘルニアの疑いがあった。 後

日、改めて詳しい検査を行うことになり、1週間～2週間は安静が必要になった。

27

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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